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研究要旨：平成l4,l5年度小児慢性特定疾患治療研究事業に関して、厚生労働省に、平成16年8月

中旬までに電子データによる事業報告があった医療意見書の内容を集計・解析した。14年度は全国
89カ所の実施主体のうち86カ所から、また、15年度は全国95カ所のうち44カ所から事業報告があっ

た。14年度に日本全国で1,000人以上登録された疾患は、都道府県単独事業も含めて多い順に、成長ホ
ルモン分泌不全性低身長症11,804人、白血病6,684人、甲状腺機能低下症5,979人、気管支喘息*5,608人、

1型糖尿病3,708人、脳（脊髄）腫瘍3,633人、ネフローゼ症候群*3,127人、甲状腺機能冗進症3,105人、

神経芽腫2,816人、川崎病*2,461人（冠動脈瘤・拡張症・狭窄症を含めると3,924人)、心室中隔欠損症＊

2,345人、血管性紫斑病2,259人、思春期早発症2,145人、若年性関節リウマチ2,081人､胆道閉鎖症2,019

人、慢性糸球体腎炎*1,974人、悪性リンパ腫1,374人、血友病A1,256人、慢性甲状腺炎1,102人、ター

ナー症候群1,093人、水腎症*1,053人、2型糖尿病1,042人、網膜芽細胞腫1,042人であった(*を記した

疾患は、1か月以上の入院が対象であるため、登録人数は実人数より少ない）。14年度に報告された非

同意者の割合は、25カ所の平均が1.l%、8カ所の平均がll.3%、33カ所全体として平均3.2%であった。

見出し語：小児慢性特定疾患、小児難病、医療意見書、全国の登録管理、コンピュータ集計解析

A.研究目的

小児慢性特定疾患治療研究事業（以下、小慢

事業）は、平成lO年度以降、医療意見書!）を申

請書に添付させ、診断基準を明確にして小児慢

性特定疾患（以下、小慢疾患）対象者を選定す

る方式に、全国的に統一され、その後l6年lO月

に法制化された。小慢事業の全国的な登録状況

に関して、昨年度まで、主として10～l3年度の

集計・解析を行った2)。今年度は、主として

14,15年度の全般的な登録状況をまとめた。

小慢疾患の登録・管理を行うコンピュータソ

フト「小児慢性特定疾患の登録・管理システム

Ver3.0｣(以下、新ソフト）は、主として以下

の4点の内容を追加して、平成15年6月に厚生労

働省から全国の実施主体に配布された。

その内容は、①同意・非同意の入力フィール
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ドの設定、②Prader-Willi症候群の成長ホルモ

ン治療、③IgA腎症の腎生検実施に関する入力

画面上の確認、④マススクリーニング疾患のマ

ススクリーニング実施の有無に関する入力画面

上の確認、である3)。

それらによる登録状況を解析しながら、小慢

疾患の疫学的解析を行い、国や地方自治体、そ

して小慢疾患を診療、研究する医療関係者、ま

た患児家族に、その情報を提供すること、そし

て、法制化後のソフト作成の資料とすることを

目的とした。

B.研究方法

小慢事業に関して、実施主体である都道府県

･指定都市・中核市から厚生労働省に、平成16

年8月中旬までにコンピュータソフト（電子デ

ータ）による事業報告があった医療意見書の内

容を集計・解析した。

解析の際は以下の3点に配慮した。①治療研

究事業として研究の資料にすることへの同意を

患児（保護者）から得た。②集計内容には、自

動計算された患児の発病年月齢や診断時（意見

書記載時）の年月齢は含まれているが、プライ

バシー保護のため、患児の氏名や生年月日、ま

た意見書記載年月日等は自動的に削除されてい

る電子データを使用・解析した。③外部への資

料の流出や外部からの改ざんを防止し、またコ

ンピュータウイルスに感染しないように、イン

ターネット等に接続していない専用のコンピュ

ータで解析した。

10年度、ll年度、12年度小慢事業の資料は、

すべての実施主体からの事業報告であり、全国

延べ各々 106,790人分、ll5,893人分、120,652

人分であった2)。

13年度は、全国87カ所(13年度は横須賀市が

追加）の実施主体のうち86カ所（千葉市を除く

実施主体）から事業報告があった。新規・継続

合わせて、延べ116,685人（成長ホルモン治療

用意見書提出例10,232人は重複して算出）分で

あった。

14年度は、全国89カ所(14年度は奈良市、倉

敷市が追加）の実施主体のうち86カ所（愛媛県、

京都市、長野市を除く実施主体）から事業報告

があった。新規・継続合わせて、延べ112,021

人（成長ホルモン治療用意見書提出例9,829人

は重複して算出）分であった。

15年度は、全国95カ所(15年度はさいたま市、

川越市、船橋市、相模原市、岡崎市、高槻市が

追加）の実施主体のうち44カ所（北海道、青森

県、岩手県、山形県、茨城県、群馬県、千葉県、

神奈川県、福井県、山梨県、長野県、岐阜県、

静岡県、三重県、京都府、兵庫県、奈良県、島

根県、岡山県、広島県、山口県、徳島県、愛媛

県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、

沖縄県、札幌市、仙台市、川崎市、京都市、大

阪市、神戸市、北九州市、福岡市、郡山市、富

山市、姫路市、岡山市、熊本市、宮崎市、鹿児

島市、長野市、豊橋市、横須賀市、奈良市、相

模原市、静岡市、高槻市を除く実施主体）から

事業報告があった。新規・継続合わせて、延べ

69,093人（成長ホルモン治療用意見書提出例

5,417人は重複して算出）分であった。

上記の合計は、延べ641,134人分であった。

このうち、13～15年度の各疾患群ごとの全般的

な登録状況、及び14年度の各疾患の頻度を明ら

かにした。

C.結果と考察

平成13，14年度の電子データは、厚生労働省

や各実施主体の担当者の努力のおかげで、ほぼ

全実施主体から報告が集まった。

1，疾患群別登録人数と疾患名不明人数、及び

同意・非同意人数

平成13～15年度の疾患群別登録人数と、疾患

名(ICD10)が不明な人数、及び14,15年度

の同意・非同意の人数を表0に示す。

①疾患名不明の人数の減少13年度に比べて

14年度、15年度は、コンピュータミスによるI

CDlO不明者が著明に減少した。小慢事業の対

象疾患のみ入力可能にしたソフトを12年度に作

成したが4)、これがほぼ全国的に使用されるよ

うになった結果である。小慢事業では、研究班

で検討した内容が研究班に還元、解析されるま

で、3～4年を要すると考えられる。

②非同意者新ソフトは、疾患群ごとの非同

意者数、及び医療意見書を記載した医療機関名

と診療科名を中央に報告する仕様になっている。

新ソフトを使用した実施主体は、14年度の電

子データが33／86カ所、15年度は29/95カ所で

あった。表0によれば、非同意者の割合は、全

体的には前者991/30,537=3.2%、後者4,191

/39,530=10．6%であった。
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表0、平成l3，14，15年度の疾患群別登録人数、疾患名(ICDIO)不明人数、

及び、平成14，15年度の同意・非同意人数と割合

注1）同意・非同意の人数は、青森県、茨城県、神奈川県、富山県、岐阜県、和歌山県、鳥取県、

島根県、岡山県、広島県、山口県、香川県、高知県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、

仙台市、川崎市、広島市、北九州市、富山市、金沢市、静岡市、浜松市、姫路市、福山市、長崎市、
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平成13年度 平成14年度

疾患群

疾患群別ICD10が

登録人数不明な人数

疾患群別ICDIOが同意の有無(注l)

登録人数不明な人数有(注2）：無(注2）

悪性新生物

慢性腎疾患

ぜんそく

慢性心疾患

内分泌疾患

膠原病

糖尿病

先天性代謝異常

血友病等血液疾患

神経・筋疾患

成長ﾎﾉﾚﾓﾝ治療

延べ合計

人
人
人

250

114

10

23

455

3

55

110

100

2

3

125
，
1

20,046人

10,294

9，902

8,617

31,640

3,189

5，346

7，293

9,148

978

10,232人

16,685人1

19,587人4人4,802(945)人:145(129)人

９
５

11

30

３
５
７
８
１

７
，
，
Ｐ
，
、
，
Ｐ
Ｐ

51812,366(272):78(32)

6390733(57):21(14)

97904,157(570):204(65)

21508,161(1,749):279(244)

1411571(117):13(13)

24601,350(265):39(32)

310371,845(353):49(38)

51402,025(369):44(40)

0430295(61):15(12)

9,829人2人3,241(870)人:104(98)人

112,021人45人29,546(5,628)人:991(717)人

非同意率(注2):3.2%(11.3%)

平成15年度（概算数）

疾患群

疾患群別ICD10が 同意の有無(注3）

登録人数不明な人数有(注4）：無(注4）非同意率(注4）

悪性新生物

慢性腎疾患

ぜんそく

慢性心疾患

内分泌疾患

膠原病

糖尿病

先天性代謝異常

血友病等血液疾患

神経・筋疾患

成長ﾎﾙﾓﾝ治療

延べ合計

9,875人0人5,066(2,636)人：394(386)人7.2%(12.8%)

７
４

12

15

３
２
３
４

Ｐ
、
Ｐ
，
，
，
夕
，

70003,184(2,274):546(546)14.6(19.4)

2030717(50):17(6)2．3(10.7)

03706,795(6,134):1,424(1,420)17.3(18.8)

29307,770(3,714):629(610)7.5(14.1)

69903,048(2,757):514(511)14.4(15.6)

42011,212(534):120(117)9.0(18.0)

68101,913(969):142(139)6.9(12.5)

11512,102(966):96(91)4．4(8.6)

7870357(295):84(84)19.0(22.2)

5,417人2人3,175(1,650)人:225(220)人6．6%(11.8%)

69,093人4人35,339(21,979):4,191(4,130)10.6%(15.8%)



熊本市、宮崎市、奈良市、倉敷市、計33カ所の実施主体の人数

注2）括弧内の数値は、岐阜県、宮崎県、川崎市、富山市、浜松市、姫路市、福山市、倉敷市、
計8カ所の実施主体の人数

注3）同意・非同意の人数は、宮城県、秋田県、福島県、栃木県、東京都、富山県、和歌山県、

烏取県、香川県、高知県、福岡県、鹿児島県、千葉市、広島市、秋田市、金沢市、浜松市、豊田市、

和歌山市、福山市、高知市、長崎市、大分市、旭川市、松山市、倉敷市、川越市、船橋市、岡崎市、

計29カ所の実施主体の人数

注4）括弧内の数値は、秋田県、栃木県、東京都、福岡県、秋田市、浜松市、福山市、倉敷市、

計8カ所の実施主体の人数

14年度の非同意者は、岐阜県、宮崎県、川崎

市、富山市、浜松市、姫路市、福山市、倉敷市

の実施主体に比較的多く、これらを合計した割

合は、717/6,345=ll.3%であった。その他、

25カ所の実施主体の非同意者は、各疾患群とも

多くは0～1人であり、その割合は274/24,192

=1.1%であった。

15年度の非同意者は、秋田県、栃木県、東京

都、福岡県、秋田市、浜松市、福山市、倉敷市

に比較的多く、これらを集計すると、4,130/

26,109=15.8%であった。登録人数の多い東京

都の非同意率が比較的高いため、全体としての

非同意率を高めた。その他、21カ所の実施主体

の非同意者の割合は、61/13,421=0.5%であ

った。後者の実施主体では、申請書と同意書が

同一の書類であったり、同意を前提にした小慢

事業への申請であった可能性が考えられる。

非同意者の割合は、年度によって報告した実

施主体が異なるため、単純な比較はできないが、

昨年度の報告では全体として2.6％であったの

で、増加傾向がみられる。疾患群別の非同意者

数の把握は、患児数のより正確な推計を可能に

するだけでなく、現場の状況を知る手がかりに

なると考えられる。

2，平成14年度の疾患別登録人数

平成14年度10疾患群ごとの医療意見書と成長

ホルモン治療用意見書に関する集計解析結果を、

表1～表11に示す。都道府県単独事業（以下、

県単）での登録者数も含めた結果である。

これらの結果は、情報公開の原則に基づき、

個人情報保護に配慮した上、国立成育医療セン

ター研究所や日本子ども家庭総合研究所のホー

ムページ等に公開する予定である。

1）悪性新生物

平成l4年度の「悪性新生物」に関する集計結

果を表1に示す。登録人数は19,587人であり、

ll年度の18,169人、12年度の19,253人、13年度

の20,046人とほぼ同様であった5)。各疾患ごと

の登録人数も大きな差はみられなかった。

登録人数が多い順に、白血病34.1%、脳(脊

髄)腫瘍18.5%、神経芽腫14.4%、悪性リンパ

腫7.0％、網膜芽細胞腫5.3％であり、これらの

5疾患で悪性新生物の79.4％を占めていた。

表1，悪性新生物(H14年度症例）

MalignantNeoplasms

（合計19,587人）、（新規診断2,747人、

継続15,794人、転入94人、無記入952人）

(男子10,747人、女子8,664人、無記入176人）

（国の小慢事業19,579人、県単独事業8人）

北海道598人、青森県287人、岩手県254人、

宮城県281人、秋田県164人、山形県247人、

福島県282人、茨城県344人、栃木県218人、

群馬県280人、埼玉県990人、千葉県662人、

東京都1376人、神奈川県141人、新潟県387人、

富山県125人、石川県152人、福井県136人、

山梨県150人、長野県351人、岐阜県226人、

静岡県186人、愛知県680人、三重県376人、

滋賀県234人、京都府98人、大阪府901人、

兵庫県581人、奈良県207人、和歌山県97人、

鳥取県96人、島根県95人、岡山県132人、

広島県424人、山口県188人、徳島県118人、

香川県97人、愛媛県、高知県77人、

福岡県506人、佐賀県194人、長崎県221人、

熊本県193人、大分県99人、宮崎県135人、

鹿児島県302人、沖縄県231人、

札幌市409人、仙台市216人、千葉市138人、
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C49.9等596

C49.9A419

C49.9B19

C49.9C9

C49.9D8

C49.9E4

C49.9F39

C49.9G64

C49.9H18

C49､9Il

C49.9J7

C56C等174

（以下、再掲）

横紋筋肉腫

細網(細胞)肉腫

脂肪肉腫

悪性血管内皮腫

悪性線維性組織球腫

横浜市765人、川崎市180人、名古屋市245人、

京都市、大阪市356人、神戸市284人、

広島市238人、北九州市149人、福岡市288人、

秋田市87人、郡山市58人、宇都宮市55人、

新潟市ll8人、富山市45人、金沢市53人、

岐阜市52人、静岡市68人、浜松市92人、
豊田市55人、堺市151人、姫路市85人、

和歌山市58人、岡山市145人、福山市95人、

高知市62人、長崎市68人、熊本市118人、

大分市72人、宮崎市55人、鹿児島市118人、

いわき市40人、長野市、豊橋市42人、

高松市57人、旭川市55人、横須賀市61人、

松山市92人、奈良市58人、倉敷市85人

計86都道府県市の集計結果
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卵巣の悪性腫瘍

（以下、再掲）

未分化胚細胞腫

男女性胚細胞腫

絨毛上皮腫

陰茎(嚢)悪性腫瘍

前立腺悪性腫瘍

睾丸の悪性腫瘍

（以下、再掲）

未分化胚細胞腫

男女性胚細胞腫

腎臓の悪性腫瘍

Wilms腫瘍(再掲）

腎細胞癌(再掲）

腎腺癌(再掲）

膀胱肉腫

網膜芽細胞腫

C56A63

C56B2
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数人疾患名ICDlOノ

舌癌CO2.9

上咽頭悪性腫瘍Cl1.9

食道癌Cl5.9

胃肉腫C16.9

結腸癌Cl8.9

直腸癌C20

肝臓の悪性腫瘍C22.9等（

（以下、再掲）

肝細胞癌C22.0

肝内胆管癌C22.1

肝芽(細胞)腫C22.2

肝肉腫C22.4

胆管癌C24.0

膵臓の悪性腫瘍C25.9等

膵島細胞癌(再掲)C25.4

肺癌C34.9

悪性胸腺腫C37

縦隔悪性腫瘍C38.3

悪性骨腫瘍C41.9F等

（以下、再掲）

骨肉腫C41.9A

Ewing腫瘍C41.9B

軟骨肉腫C41.9C

悪性骨巨細胞腫C41.9D

脊索腫C41.9E

悪性黒色腫C43.9

基底細胞癌C44.9B

悪性神経鞘腫C47.9

癌性腹膜炎C48

結合組織・軟部組織の悪性腫瘍

0．0

0.l

0．0

0．0

0.l

0．0

1名含）

2．1

0．0

0．0

l.9

0．1

0．0

0．1

0．0

0.0

0．0

0.l

3．3

C62.9A25

C62.9B3

C64D等620

C64A565

C64B29

C64Cl

C67.94
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T細胞リンパ腫C84.550.0

リンパ肉腫C85.070．0

多発性骨髄腫C90.0160.l

形質細胞腫C90.220.0

白血病(以下、再掲)C95.9A等668434.l

(C95.9の5名、該当疾患のないD95.0の4名含）

急性リンパ性白血病C91.0457123.3

(FAB分類,Ll:2551人,L2:532人，

L3:45人，無記入:1443人）

慢性リンパ性白血病C91.130.0

白血病性細網内皮症C91.41180.6

急性骨髄性白血病C92.010555.4

(FAB分類,MO:23人,MI:106人,M2:274人，

M3:58人,M4:97人,M5:94人,M6:ll人，

M7:94人，無記入:298人）

慢性骨髄性白血病C92.11931.0

急性前骨髄球性白血病C92.4480.2

(FAB分類,M3:25人，無記入他:23人）

急性骨髄単球性白血病C92.5230．1

(FAB分類,M4:15人，無記入他:8人）

骨髄性白血病C92.9290．1

(FAB分類,Ml:1人,M2:2人,M3:2人，

M4:2人,M5:1人,M7:3人，無記入:18人）

急性単球性白血病C93.0590.3

(FAB分類,M5:30人，無記入他:29人）

赤白血病C94.010.0

急性非リンパ性白血病C95.0A520.3

(FAB分類,MO:l人,Ml:2人,M2:2人，

M3:1人,M4:2人,M5:2人,M6:1人，

M7:4人，無記入:37人）

急性巨核芽球性白血病C95.0B260.l

(FAB分類,M7:17人，無記入:9人）

急性白血病C95.0C3171．6

(FAB分類,L1:90人,L2:15人,L3:3人，

MO:3人,Ml:6人,M2:16人,M3:8人，

M4:3人,M5:8人,M7:18人，無記入:147人）

先天性白血病C95.9C40.0

骨髄異形成症候群(前白血病状態）

D46.9360.2

家族性赤血球貧食性細網症C96.030.0

悪性組織球症C96.11230.6

ﾘﾝﾊﾟ網内系(悪性)腫瘍C96.910.0

脳(脊髄)腫瘍

（以下、再掲)D43.2E等363318.5

(C71.9のlO名、D43.2の45名、GO6.0の6名含）

脳宝_卜衣腫C71.5640.3
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慢性糸球体腎炎N03.9

（本来は慢性腎疾患に分類）

睾丸腫瘍D40.1

0.01

3 0.0
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異所性副腎皮質腫瘍D44.ll

（本来は内分泌疾患に分類）

悪性貧血D51.01

（本来は血友病等血液疾患に分類）

不明(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ入力ﾐｽ等）4

0.0

0.0

0.0

2）慢性腎疾患

平成14年度の「慢性腎疾患」に関する集計結

果を表2に示す。登録人数は9,518人であり、

10年度の9,796人、ll年度の10,243人、12年度

の10,265人、13年度の10,294人とほぼ同様であ

った5)。

登録人数順に、ネフローゼ症候群32.9％、慢

性糸球体腎炎20.7％、水腎症ll.1%、慢性間質

性腎炎10.0%、紫斑病性腎炎8.3%、IgA腎症

5.8％であった。l3年度と比較して、各疾患ご

との登録人数に大きな差はみられなかった。

IgA腎症は、腎生検に基づく疾患名であり、

腎生検未実施は本来ありえない。そこで、新ソ

フトでは、その新規申請症例を入力しようとし

た場合、「IgA腎症であり、かつ腎生検未実施

と医療意見書に記載されている場合は、医療機

関に問い合わせてください」の警告が表示され

る仕様にした3)。しかし、登録されたIgA腎症

551例中44例(8.0%)、新規申請147例では18

例(12.2%)が未実施と登録された。他の病理

診断名も同様であった。ll年度のIgA腎症腎生

検未実施率8．8％とほぼ同様であり3)、警告表

示の効果は乏しかった。腎生検を他の医療機関

が実施した場合、腎生検未実施と記載するケー

スが存在するためと考えられる。

表2、慢性腎疾患(H14年度症例）

ChronicRenalDiseases

（合計9,518人）、（新規診断2,373人、

継続6,934人、転入43人、無記入168人）

（男子5,392人、女子4,051人、無記入75人）

(国の小慢事業8,051人、県単独事業1,467人）

北海道187人、青森県60人、岩手県36人、

宮城県34人、秋田県39人、山形県25人、

福島県41人、茨城県91人、栃木県20人、

群馬県93人、埼玉県1599人、千葉県85人、

東京都308人、神奈川県6人、新潟県161人、

富山県70人、石川県282人、福井県27人、

山梨県21人、長野県45人、岐阜県20人、

静岡県9人、愛知県1218人、三重県102人、

滋賀県275人、京都府52人、大阪府454人、

兵庫県80人、奈良県64人、和歌山県27人、

鳥取県15人、島根県17人、岡山県23人、

広島県lOl7人、山口県57人、徳島県lO人、

香川県l8人、愛媛県、高知県88人、

福岡県50人、佐賀県31人、長崎県40人、

熊本県31人、大分県33人、宮崎県38人、

鹿児島県43人、沖縄県64人、

札幌市93人、仙台市30人、千葉市46人、

横浜市9人、川崎市ll人、名古屋市547人、

京都市、大阪市66人、神戸市27人、

広島市24人、北九州市16人、福岡市41人、

秋田市24人、郡山市9人、宇都宮市63人、

新潟市26人、富山市15人、金沢市164人、

岐阜市5人、静岡市0人、浜松市ll人、

豊田市82人、堺市504人、姫路市10人、

和歌山市4人、岡山市27人、福山市143人、

高知市73人、長崎市17人、熊本市17人、

大分市l4人、宮崎市15人、鹿児島市10人、

いわき市9人、長野市、豊橋市92人、

高松市7人、旭川市6人、横須賀市1人、

松山市l2人、奈良市ll8人、倉敷市24人

計86都道府県市の集計結果

疾患名ICD10人数(人)%

Goodpasture症候群M31.020．0

急速進行性糸球体腎炎NOl.990.1

慢性腎炎症候群(以下、再掲)207021．7

慢性糸球体腎炎NO3.9197420.7

慢性増殖性糸球体腎炎NO3．8430.5

遷延性糸球体腎炎NO5.8530.6

ネフローゼ症候群NO4等312732.9

（以下、再掲）

微小変化型NO4.01791．9

先天性NO4.9B120．1

遺伝性腎炎NO7．9等560.6

Alport症候群(再掲)Q87.8B130.l

二次性腎炎137314．4

IgA腎症(再掲)NO2.8A5515.8

（腎生検実施：456人、未実施：44人、

不明:51人）

IgM腎症(再掲)NO2､8B140．1

（腎生検実施:12人、未実施:2人）

紫斑病性腎炎(再掲)D69.0B7898.3

メサンギウム増殖性腎炎
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3）ぜんそく

平成14年度の「ぜんそく」に関する集計結果

を表3に示す。登録人数は、県単の増加に伴っ

て、10年度8,396人、11年度8,924人、12年度

ll,934人と増加したが5)、その後13年度9,902

人、14年度5,639人と減少に転じていた。

lか月以上の入院を前提とする国基準での登

録人数も、10年度7,130人、ll年度6,943人、

12年度7,959人以降は、13年度5,438人、14年度

4,597人と減少していた。アレルギー疾患患児

は増加しているが、気管支喘息は、新しいガイ

ドラインの普及等により、lか月以上の入院を

必要とする症例は減少傾向にあることを示して

いる。

NO5．3

びまん性(再掲)NO5．3A

巣状(再掲)NO5.3B

巣状分節性糸球体硬化症

NO5．lA

巣状糸球体腎炎NO5・lB

膜性増殖性糸球体腎炎NO5.5

膜性腎症NO5.2

先天性腎奇形(以下、再掲）

多発性嚢胞腎Q61.3

腎嚢胞Q61.0

異形成腎Q61.4

腎低形成Q60.5A

腎無形成Q60.2

家族性若年性ﾈﾌﾛﾝろうN25.8D

腎杯または腎孟の憩室Q63.8

尿路の奇形等Q62.8

腎の奇形等Q63.9

慢性間質性腎炎Nll.9

問質性腎炎N12

腎周囲膿瘍N15.1

閉塞性腎症(以下、再掲）

水腎症N13.3

水尿管症N13.4

巨大水尿管症Q62.2

尿路閉塞性腎機能障害Nll.l

腎尿路結石症N20.9等

腎結石(再掲)N20.0

腎血管障害(以下、再掲）

腎動脈血栓(塞栓)N28.0

腎動脈狭窄I70.1

慢性腎不全N18．9

（成長ホルモン治療用意見書

初回申請:13人、継続申請

萎縮腎N26

腎性くる病N25.0

高尿酸血性腎症E79.0

６
４
２

ｌ
Ｏ
Ｏ

◆
＄
■

０
０
０

40

2

35

49

427

70

48

18

132

14

6

1

87

34

954

1

3

lll3

1053

18

25

15

26

14

12

2

10

171
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０
４
５
５
７
５
２
４
１
１
０
９
４
０
０
０
７
１
２
３
２
３
１
１
０
１
８

●
●
●
●
●
●
●
●
白
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
４
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
１

１

１
１

表3、ぜんそく(H14年度症例）

Asthma

（合計5,639人）、（新規診断l,813人、

継続3,549人、転入8人、無記入269人）

（男子3,405人、女子2,210人、無記入24人）

(国の小慢事業4,597人、県単独事業1,042人）

北海道13人、青森県9人、岩手県17人、

宮城県22人、秋田県15人、山形県11人、

福島県30人、茨城県23人、栃木県1人、

群馬県137人、埼玉県805人、千葉県12人、

東京都9人、神奈川県15人、新潟県135人、

富山県49人、石川県1283人、福井県3人、

山梨県1人、長野県10人、岐阜県12人、

静岡県2人、愛知県163人、三重県24人、

滋賀県65人、京都府152人、大阪府624人、

兵庫県16人、奈良県4人、和歌山県2人、

鳥取県1人、島根県2人、岡山県4人、

広島県7人、山口県14人、徳島県0人、

香川県4人、愛媛県、高知県0人、

福岡県19人、佐賀県21人、長崎県6人、

熊本県23人、大分県4人、宮崎県22人、

鹿児島県17人、沖縄県41人、

札幌市8人、仙台市6人、千葉市45人、

横浜市6人、川崎市1人、名古屋市113人、

宗都市、大阪市19人、神戸市4人、

広島市0人、北九州市6人、福岡市19人、

秋田市1人、郡山市13人、宇都宮市903人、

新潟市28人、富山市4人、金沢市449人、

岐阜市3人、静岡市0人、浜松市8人、

豊田市30人、堺市36人、姫路市1人、

18人）

30

1

1

３
０
０

●
●
●

０
０
０

腎性尿崩症N25.ll

（本来は内分泌疾患に分類）

腎尿細管性ｱｼﾄﾞｰｼｽN25.81

（本来は先天性代謝異常に分類）

膀胱尿管逆流性腎障害N13．77

（本来は小慢対象外）

不明(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ入力ﾐｽ等)1

0．0

0．0

0．1

0．0
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和歌山市0人、岡山市4人、福山市1人、

高知市2人、長崎市6人、熊本市10人、

大分市4人、宮崎市13人、鹿児島市9人、

いわき市1人、長野市、豊橋市7人、

高松市3人、旭川市2人、横須賀市10人、

松山市5人、奈良市2人、倉敷市8人

計86都道府県市の集計結果

香川県8人、愛媛県、高知県2人、

福岡県19人、佐賀県ll人、長崎県7人、

熊本県3人、大分県6人、宮崎県12人、

鹿児島県49人、沖縄県87人、

札幌市0人、仙台市13人、千葉市33人、

横浜市16人、川崎市27人、名古屋市20人、

宗都市、大阪市66人、神戸市13人、

広島市83人、北九州市12人、福岡市3人、

秋田市3人、郡山市20人、宇都宮市222人、

新潟市30人、富山市15人、金沢市316人、

岐阜市1人、静岡市0人、浜松市7人、

豊田市10人、堺市lO72人、姫路市ll人、

和歌山市2人、岡山市39人、福山市461人、

高知市0人、長崎市0人、熊本市3人、

大分市lO人、宮崎市12人、鹿児島市19人、

いわき市16人、長野市、豊橋市3人、

高松市7人、旭川市20人、横須賀市5人、

松山市5人、奈良市429人、倉敷市27人

計86都道府県市の集計結果

人数(人）％

380．7

20．0

556898．7

310.5

00．0

疾患名ICDlO

気管支喘息J45.0

気管支喘息J45.1

気管支喘息J45.9

気管支拡張症J47

不明(ｺﾝﾋ゚ ｭー ﾀ入力ﾐｽ等）

4）慢性心疾患

平成14年度の「慢性心疾患」に関する集計結

果を表4に示す。登録人数は、10年度15,333人、

ll年度ll,717人、l2年度12,096人5)、l3年度

8,617人、14年度ll,979人であり、年度による

変動が比較的大きかった。

14年度の各疾患の登録人数は、川崎病と冠動

脈瘤と冠動脈拡張・狭窄症24.8％、心室中隔欠

損症19.6%、心房中隔欠損症7.3%、Fallot四

徴症5.8％、肺動脈狭窄症4.3％、動脈管開存症

3.l%の順であり、従来とほぼ同様であった。

疾患名ICD10人数(人）

心筋症

心筋症(以下、再掲)I42.9等146

％

146

7

1．2

0.l特発性拡張型心筋症I42.0

（特定疾患対象）

(特発性)肥大型閉塞性心筋症

I42．1

(特発性)肥大型心筋症I42.2

心内膜心筋線維症I42.3

心内膜線維弾性症I42.4

特発性拘束型心筋症I42.5

拡張相肥大型心筋症I42.9F

１
９
１
８
５
１

７

０
７
０
１
０
０

●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０

表4，慢性心疾患(H14年度症例）
ChronicHeartDiseases

（合計ll,979人）、（新規診断4,015人、

継続7,666人、転入13人、無記入285人）

（男子6,411人、女子5,507人、無記入61人）

(国の小慢事業9,766人、県単独事業2,213人）

調律異常

房室ブロックI44.3等

（以下、再掲）

第1度房室ﾌﾞﾛｯｸI44.0

第Ⅱ度房室ﾌﾞﾛｯｸI44.1

完全房室ブロックI44.2

高度房室ブロックI44.2A

脚ブロックI45.4等

右脚ブロック（再掲)I45.l

洞房ブロックI45.5

早期興奮症候群I45.6

WPW症候群(再掲)I45.6A

完全心ブロック（以下、再掲）

北海道227人、青森県145人、岩手県37人、

宮城県10人、秋田県35人、山形県12人、

福島県74人、茨城県152人、栃木県42人、

群馬県127人、埼玉県1169人、千葉県86人、

東京都693人、神奈川県10人、新潟県148人、

富山県43人、石川県652人、福井県27人、

山梨県24人、長野県37人、岐阜県10人、

静岡県4人、愛知県53人、三重県36人、

滋賀県1167人、京都府77人、大阪府1070人、

兵庫県79人、奈良県163人、和歌山県13人、

鳥取県13人、島根県12人、岡山県10人、

広島県2217人、山口県44人、徳島県6人、

94 0.8
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１
２
３

２
１
１

２
０
１
１
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●
■
■
●
●

０
０
０
０
０

先天性心疾患等

心房中隔欠損症Q21.l

心内膜床欠損Q21.2等

（以下、再掲）

不完全型心内膜床欠損Q21.2A

完全型心内膜床欠損Q21.2B

単心房Q20.8

心室中隔欠損症Q21.0

単心室Q20.4

動脈管開存症Q25.0

大動脈肺動脈中隔欠損症

Q21.4

冠動脈異常Q24.5等

（以下、再掲）

左冠動脈肺動脈起始症Q24.5A

右冠動脈肺動脈起始症Q24.5B

両冠動脈肺動脈起始症Q24.5C

冠動静脈瘻Q24.5D

冠動脈瘻Q24.5E

大動脈奇形(以下、再掲)Q25.4き

871

265

３
２
●
●

７
２

8

83

22

2345

165

373

0．1

0．7

0．2

19.6

1．4

3.1 ６
５
４
９
１
１
４
５
７
８
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４
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２
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３
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１

２

１

９
０
２
５
０
０
３
０
３
４
０
０

●
■
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●
白
の

０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
２

4

508

０
２
●
●

０
４ 大動脈弁閉鎖不全症Q23.1+I35.

大動脈弁逸脱Q23.lA

大動脈二尖弁Q23.1B

左心低形成症候群Q23.4

大動脈弁閉鎖症Q23.4A

大動脈縮窄症Q25.1

大動脈弓閉鎖Q25.3

ｱｲｾ゙ ﾝﾒﾝｹ゙ ﾙ症候群Q21.8

完全大血管転位症Q20.3

７
１
１
２
４
６
０

１
１
１

ｌ
Ｏ
Ｏ
ｌ
Ｏ
１
１

●
●
●
ｅ
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０

動脈奇形(以下、再掲)Q25.4等

血管輪Q25.4C
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修正大血管転位症

両大血管右室起始症

両大血管左室起始症

５
８
０

Ｑ
Ｌ
Ｑ

Q20.5

Q20.1

Q20.2

61

210

4

表5，内分泌疾患(H14年度症例）

EndocrineDiseases

（合計30,215人）、（新規診断5,265人、

継続23,590人、転入162人、無記入ll98人）

(男子13,835人、女子16,139人、無記入241人）

（国の小慢事業30,107人、県単独事業108人）

その他

無脾症Q89.0370.3

多脾症候群Q89.0A80.l

小児原発性肺高血圧症I27.0490．4

慢性肺性心I27.9990.8

(体)動静脈ろうQ27.330.0

体静脈異常還流症Q27.8A30．0

心臓横紋筋腫D15.lAlO.0

心臓腫瘍(粘液腫､横紋筋腫､脂肪腫､線維腫）

D48.7180.2

収縮性心外膜炎I31.110.0

慢性緊縮性心膜炎I31.810.0

慢性心膜炎I31.950.0

慢性心内膜炎I3810.0

慢性心筋炎I51.41711.4

先天性心膜欠損症Q24.8E150.l

他の先天性心奇形Q24.820.0

慢性心不全I50.940.0

心筋炎後の心肥大I51.7140.l

川崎病M30.3150312．5

冠動脈瘤I25.49728.l

冠動脈拡張症Q24.5F4914.l

冠動脈狭窄症Q24.5G20.0

狭心症I20.910．0

心筋梗塞I21.930.0

北海道894人、青森県312人、岩手県388人、

宮城県438人、秋田県188人、山形県319人、

福島県385人、茨城県286人、栃木県293人、

群馬県275人、埼玉県1331人、千葉県896人、

東京都1553人、神奈川県148人、新潟県542人、

富山県280人、石川県ll2人、福井県187人、

山梨県255人、長野県224人、岐阜県361人、

静岡県448人、愛知県l234人、三重県546人、

滋賀県514人、京都府148人、大阪府1762人、

兵庫県1071人、奈良県357人、和歌山県205人、

鳥取県160人、島根県180人、岡山県253人、

広島県874人、山口県477人、綿県、

香川県237人、愛媛県、高知県144人、

福岡県609人、佐賀県244人、長崎県328人、

熊本県332人、大分県194人、宮崎県233人、

鹿児島県381人、沖縄県662人、

札幌市632人、仙台市368人、千葉市l24人、

横浜市980人、川崎市264人、名古屋市486人、

京都fl子、大阪市620人、神戸市508人、

広島市309人、北九州市193人、福岡市309人、

秋田市lll人、郡山市59人、宇都宮市94人、

新潟市ll7人、富山市95人、金沢市92人、

岐阜市99人、静岡市153人、浜松市295人、

豊田市92人、堺市248人、姫路市83人、

和歌山市128人、岡山市322人、福山市235人、

高知市llO人、長崎市151人、熊本市228人、

大分市118人、宮崎市117人、鹿児島市222人、

いわき市79人、長野市、豊橋市142人、

高松市124人、旭川市92人、横須賀市95人、

松山市147人、奈良市132人、倉敷市182人

計85都道府県市の集計結果

水晶体脱臼Q12.l

（本来は小慢対象外）

不明(ｺﾝﾋ゚ ｭー ﾀ入力ﾐｽ等）

10．0

00．0

5）内分泌疾患

平成14年度の「内分泌疾患」に関する集計結

果を表5に示す。登録人数は30,215人であり、

ll年度の29,178人、l2年度の30,690人、13年度

の31,640人とほぼ同様であった5)。各疾患ごと

の登録人数も大きな差はみられなかった。

登録人数が多い順に、成長ホルモン分泌不全

性低身長症39.l%、甲状腺機能低下症19.8%、

甲状腺機能冗進症lO.3%、思春期早発症7.1%、

慢性甲状腺炎3.6％、ターナー症候群3.6％、先

天性副腎過形成3.3％であり、これらの7疾患で

内分泌疾患の86.8％を占めていた。

疾患名ICD10人数(人)%
視床下部・下垂体疾患

下垂体機能低下症E23.0A2991.0

ｺﾞﾅﾄﾞﾄﾛﾋﾟﾝ欠乏症E23.0B480.2

副腎皮質刺激ﾎﾉﾚﾓﾝ欠乏症

E23.0C180.1
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甲状腺刺激ﾎﾙﾓﾝ欠乏症E23．ODl60．1

成長ホルモン分泌不全性低身長症

E23.0Ell80439．1

（成長ホルモン治療用意見書

初回申請:1816人、継続申請:6759人）

ﾌﾟﾛﾗｸﾁﾝ欠乏症E23.0F450.l

詳細不明の下垂体機能低下症

E23.02080.7

下垂体性尿崩症E23.23621.2

腎性尿崩症N25.ll250.4

下垂体腺腫D35.250.0

下垂体性巨人症E22.0250．1

高ﾌﾟﾛﾗｸﾁﾝ血症E22.170.0

クツシング病E24.070.0

抗利尿ﾎﾙﾓﾝ分泌異常症候群

E22．2200．1

E20.0

先天性副甲状腺欠損症E20.9

仮性副甲状腺機能低下症

E20．1

副甲状腺腺腫D35.l

原発性副甲状腺機能冗進症

E21.0

続発性畠ll甲状腺機能冗進症

E21.l

特発性副甲状腺機能冗進症

E21.3

186

9

６
０
●
●

０
０

131

2

４
０
●
●

０
０

70．0

20．0

170．1

副腎疾患

ｱｼﾞｿﾝ病E27.1460.2

副腎形成不全Q89.1460.2

21水酸化酵素欠損症E25.0A620.2

（新生児ｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見：29人、

他で発見：20人、不明:13人）

先天性副腎ﾘﾎﾟｲﾄﾞ過形成

E25.OB180.l

17α水酸化酵素欠損症E25.0E10.0

18水酸化酵素欠損症E25.0F10.0

病型不明の先天性副腎過形成(E25.0Gの1名含）

E25.09203．0

（新生児ｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見：482人、

他で発見：232人、不明：206人）

副腎性器症候群E25.9870.3

ｱﾙﾄﾞｽﾃﾛﾝ分泌不全E27.4B60．0

偽性低ｱﾙﾄﾞｽﾃﾛﾝ症E27.4C200.l

副腎腫瘍(以下、再掲)330.l

副腎腺腫D35.0A50.0

男性化副腎腫瘍D35.0B30.0

褐色細胞腫D35.OD250．1

クッシング症候群または周期性ACTH症候群

（以下、再掲)E24.9等2130.7

クッシング症候群E24.9A290.1

周期性ACTH症候群E24.9B1770.6

異所性副腎皮質刺激ﾎﾙﾓﾝ症候群

E24.320.0

副腎皮質機能冗進症E27.020．0

特発性ｱﾙﾄﾞｽﾃﾛﾝ症E26.020.0

二次性ｱﾉﾚﾄﾞｽﾃﾛﾝ症E26.110.0

高ｱﾙﾄﾞｽﾃﾛﾝ症E26.960．0

ﾚｰﾝ分泌異常E34.8B40.0

急性副腎皮質不全E27.4A100.0

甲状腺疾患

甲状腺機能低下症EO3.9等597919.8

(EOO.1の59名、EO3．9B[後天性甲状腺機能

低下症]の3名、及び、EO3.9C[甲状腺機能

低下症]の334名含）

（新生児ｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見：4000人、

他で発見：362人、不明:1617人）

（以下、再掲）

クレチン症EO3.lA430314．2

（新生児ｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見：3438人、

他で発見:163人、不明:702人）

先天性甲状腺ﾎﾙﾓﾝ不応症

EO3．lB50．0

慢性甲状腺炎EO6.311023．6

(EO6.5の13名含）

甲状腺炎EO6.9250．1

甲状腺機能冗進症EO5.0310510.3

甲状腺中毒性ﾐｵﾊﾟﾁｰEO5.9560.2

甲状腺ﾎﾙﾓﾝ結合蛋白異常症

EO7.850.0

甲状腺腺腫D341230.4

単純甲状腺腫EO4.02040．7

腺腫様甲状腺腫EO4.8540.2

地方性甲状腺腫EOl.210.0

急性甲状腺炎EO6.040.0

亜急性甲状腺炎EO6.160.0

副甲状腺疾患

特発性副甲状腺機能低下症
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プラダー･ｳｨﾘｰ症候群またはヌーナン症候群

（以下、再掲)Q87.l等5191.7

う.ラダー･ｳｲﾘー 症候群Q87.1A4451.5

（成長ホルモン治療用意見書

初回申請：37人、継続申請：35人）

ヌーナン症候群Q87.1B600．2

ﾛー ﾚﾝｽ･ﾑー ﾝ･ﾋ゙ ﾄー゙ ﾙ症候群Q87.8A130.0

神経性食欲不振症F50.020.0

早老症E34.8Al0.0

ﾊﾞｰﾀｰ症候群E26.8700.2

腎血管性高血圧115.0600.2

他の腎性高血圧115．110.0

性ホルモンに関わる疾患

原発性性腺機能低下症(男）
E29．1156

ｱﾝﾄﾞﾛｹﾞﾝ不応症E34.526

睾丸欠損症Q55.07

睾丸形成不全Q55.130

ｸﾗｲﾝﾌｪﾙﾀｰ症候群Q98.437

XXXYQ98.ll

睾丸腫瘍D40.136

原発性性腺機能低下症(女）
E28．373

卵巣形成不全Q50.310

ターナー症候群Q961093

（成長ホルモン治療用意見書

初回申請:119人、継続申請:54

卵巣腫瘍D39.156

半陰陽Q56.038

男性仮性半陰陽Q56.134

女性仮性半陰陽Q56.216

仮性半陰陽Q56.39

XXXQ97､01

XY女性Q97.37

XX男性Q98.39

XYYmale Q98､52

思春期早発症E22.8+E30.12145

0．5

0.1

0.0

0．1

0．1

0.0

0．1

２
０
６

●
●
●

０
０
３

2型糖尿病E11.9

（本来は糖尿病に分類）

結節性硬化症Q85.1

（本来は神経・筋に分類）

多指症Q69

（本来は小慢対象外）

不明(ｺﾝﾋ゚ ｭー ﾀ入力ﾐｽ等）

10．0

549人）
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6）膠原病

平成14年度の「膠原病」に関する集計結果を

表6に示す。登録人数は、10年度の6,125人、

ll年度3,626人、12年度3,269人、13年度3,189

人、14年度3,141人と減少傾向がみられた5)。

県単での登録が減少したためと考えられる。

14年度の各疾患の登録人数は、若年性関節リ

ウマチ66.3％、川崎病30.5％の順であり、従来

とほぼ同様であった。
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表6，膠原病(H14年度症例）

CollagenDiseases

（合計3,141人）、（新規診断1,109人、

継続1,919人、転入17人、無記入96人）

（男子1,359人、女子1,757人、無記入25人）

（国の小慢事業3,055人、県単独事業86人）

膵疾患

全身性ﾘﾎ゚ ｼ翁ｽﾄﾛﾌｨー

高ｲﾝｽﾘﾝ血症

特発性低血糖症

ｸ゙ ﾙｶｺ゙ ﾝ分泌異常

高ｶ゙ ｽﾄﾘﾝ血症

ｲﾝｽﾘﾝ分泌異常

膵島細胞腫

E88.l

E16．1

E16．2

E16．3

E16．8

E16．9

D13．7

９
８
２
２
３
６
７

３
７
３

０
１
２
０
０
１
０

●
●
●
●
Ｏ
●
●

０
０
０
０
０
０
０

北海道74人、青森県74人、岩手県59人、

宮城県34人、秋田県26人、山形県21人、

福島県26人、茨城県42人、栃木県86人、

群馬県31人、埼玉県148人、千葉県74人、

東京都762人、神奈川県12人、新潟県40人、

富山県12人、石川県16人、福井県19人、

山梨県8人、長野県68人、岐阜県41人、

静岡県16人、愛知県95人、三重県81人、

その他

ﾗﾛﾝ型小人症

多発性内分泌腺腫症

E34.3A

D44.8

６
９

１ 0.1

0．0
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滋賀県41人、京都府9人、大阪府85人、

兵庫県59人、奈良県27人、和歌山県15人、

烏取県14人、島根県17人、岡山県20人、

広島県28人、山口県28人、徳島県l9人、

香川県9人、愛媛･県、高知県13人、

福岡県52人、佐賀県l9人、長崎県29人、

熊本県13人、大分県16人、宮崎県15人、

鹿児島県53人、沖縄県58人、

札幌市48人、仙台市、千葉市24人、

横浜市74人、川崎市7人、名古屋市34人、

宗都市、大阪市31人、神戸市26人、

広島市32人、北九州市16人、福岡市24人、

秋田市3人、郡山市0人、宇都宮市54人、

新潟市l3人、富山市6人、金沢市7人、

岐阜市l4人、静冊市、浜松市16人、

豊田市5人、堺市27人、姫路市8人、

和歌山市7人、岡山市15人、福山市ll人、

高知市8人、長崎市7人、熊本市ll人、

大分市9人、宮崎市3人、鹿児島市30人、

いわき市ll人、長野市、豊橋市10人、

高松市2人、旭川市6人、横須賀市1人、

松山市lO人、奈良市14人、倉敷市13人

計84都道府県市の集計結果

疾]患名

リウマチ熱

リウマチ性心疾患

ｽﾁー ﾌ゙ ﾝｽ･ｼ゙ ｮｿﾝ症候群

慢性関節リウマチ

若年性関節リウマチ

川崎病

ｼｪー ｸ゙ ﾚﾝ症候群

混合性結合組織病

（特定疾患対象）

播種性好酸球性膠原病

不明(ｺﾝﾋ゚ ｭー ﾀ入力ﾐｽ等）

ICD10

IOO

IO9.9

L51．1

MO6．9

MO8.2

M30.3

M35.0

M35.1

M35.8

人数(人）％

421.3

20．1

180.6

30．1

208166.3

95830．5

331.l

20.1

10.0

10.0

7）糖尿病

平成14年度の「糖尿病」に関する集計結果を

表7に示す。登録人数は5,246人であり、ll年

度4,929人、12年度5,260人、13年度5,346人と

ほぼ同様であった5)。登録割合は、1型糖尿病

70.7％、2型糖尿病19.9%であった。

表7，糖尿病(H14年度症例）

DiabetesMellitus

（合計5,246人）、（新規診断914人、

継続3,984人、転入35人、無記入313人）

(男子2,308人、女子2,893人、無記入45人）

（国の小慢事業5,202人、県単独事業44人）

北海道l94人、青森県88人、岩手県76人、

宮城県78人、秋田県42人、山形県74人、

福島県84人、茨城県99人、栃木県64人、

群馬県76人、埼玉県265人、千葉県l96人、

東京都246人、神奈川県42人、新潟県lll人、

富山県40人、石川県33人、福井県23人、

山梨県37人、長野県80人、岐阜県74人、

静岡県54人、愛知県196人、三重県82人、

滋賀県58人、京都府23人、大阪府178人、

兵庫県138人、奈良県48人、和歌山県39人、

鳥取県25人、島根県29人、岡山県45人、

広島県93人、山口県50人、徳島県51人、

香川県41人、愛媛県、高知県20人、

福岡県107人、佐賀県56人、長崎県72人、

熊本県75人、大分県58人、宮崎県43人、

鹿児島県93人、沖縄県95人、

札幌市ll2人、仙台市、千葉市35人、

横浜市253人、川崎市49人、名古屋市60人、

宗都市、大阪市95人、神戸市83人、

広島市60人、北九州市39人、福岡市75人、

秋田市18人、郡山市12人、宇都宮市l8人、

新潟市36人、富山市17人、金沢市15人、

岐阜市ll人、静僑仔仔、浜松市21人、

豊田市12人、堺市48人、姫路市17人、

和歌出市、岡山市28人、福山市27人、

高知市15人、長崎市31人、熊本市34人、

大分市37人、宮崎市ll人、鹿児島市34人、

いわき市15人、長野市、豊橋市19人、

高松市12人、旭川市22人、横須賀市30人、

松山市16人、奈良市21人、倉敷市17人

計83都道府県市の集計結果

疾患名ICD10

1型糖尿病E10.9

2型糖尿病Ell.9

糖尿病性ｹﾄｱｼﾄ゙ ｼーｽE14.l

糖尿病性腎症E14．2

糖尿病性網膜症E14.3B

糖尿病E14.9

人数(人）％

3708

1042

7

1

16

471

70．7

19．9

0．1

0.0

0．3

9．0
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プラダー･ｳｲﾘー 症候群Q87.lA

（本来は内分泌疾患に分類）

不明(ｺﾝﾋ゚ ｭー ﾀ入力ﾐｽ等）

10．0

00．0

8）先天性代謝異常

平成14年度の「先天性代謝異常」に関する集

計結果を表8に示す。登録人数は7,310人であ

り、11年度の6,373人、12年度7,113人、13年度

7,293人とほぼ同様であった5)。各疾患ごとの

登録人数も大きな差はみられなかった。

登録人数が多い順に､先天性胆道閉鎖症27.6

％、総胆管拡張症11.6%、軟骨無形成症10.2%、

家族性高コレステロール血症5.6％、骨形成不

全症4.9％、ウィルソン病3.5％、フエニルケト

ン尿症3.2％、糖原病3.6％であった。

現行の新生児マススクリーニング対象疾患に

関しては、マススクリーニング実施の項目を無

記入として入力・登録しようとした場合、「マ

ススクリーニングの○の有無を確認して、○の

ついていない場合は、医療機関に問い合わせて

ください」の警告が表示される仕様にした3)。

そのため「マススクリーニングあり」との人数

は全体的にやや増加した。また、タンデムマス

等新技術によって発見されうる疾患も、その一

部はスクリーニングにより発見されていた。

表8、先天性代謝異常(H14年度症例）

InbornErrorsofMetabolism

（合計7,310人）、（新規診断934人、

継続6,002人、転入49人、無記入325人）

（男子3,349人、女子3,880人、無記入81人）

（国の小慢事業7,271人、県単独事業39人）

北海道200人、青森県79人、岩手県129人、

宮城県ll5人、秋田県76人、山形県80人、

福島県83人、茨城県142人、栃木県78人、

群馬県75人、埼玉県329人、千葉県265人、

東京都448人、神奈川県44人、新潟県140人、

富山県42人、石川県43人、福井県55人、

山梨県63人、長野県127人、岐阜県ll4人、

静岡県87人、愛知県274人、三重県lll人、

滋賀県83人、京都府44人、大阪府397人、

兵庫県190人、奈良県72人、和歌山県61人、

烏取県39人、島根県41人、岡山県42人、

広島県165人、山口県73人、徳島県45人、

香川県49人、愛媛弓県、高知県26人、

福岡県156人、佐賀県65人、長崎県90人、

熊本県72人、大分県41人、宮崎県55人、

鹿児島県130人、沖縄県91人、

札幌市120人、仙台市80人、千葉市57人、

横浜市243人、川崎市54人、名古屋市103人、

京都市、大阪市167人、神戸市108人、

広島市77人、北九州市59人、福岡市107人、

秋田市43人、郡山市25人、宇都宮市28人、

新潟市43人、富山市6人、金沢市22人、

岐阜市23人、静岡市22人、浜松市27人、

豊田市21人、堺市65人、姫路市23人、

和歌山市36人、岡山市58人、福山市56人、

高知市18人、長崎市30人、熊本市59人、

大分市33人、宮崎市22人、鹿児島市44人、

いわき市22人、長野市、豊橋市31人、

高松市21人、旭川市26人、横須賀市22人、

松山市34人、奈良市32人、倉敷市17人

計86都道府県市の集計結果

疾患名ICD10人数(人)%

ﾋﾞﾀﾐﾝD依存性くる病E55.0A40.l

ﾌｪﾆﾙｹﾄﾝ尿症E70.02353.2

（ﾏｽｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見:203人、不明:32人）

高ﾌｴﾆﾙｱﾗﾆﾝ血症E70.0B570.8

（ﾏｽｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見：47人、不明:10人）

悪性高ﾌｴﾆﾙｱﾗﾆﾝ血症E70.1A100.1

（ﾏｽｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見：8人、不明：2人）

ﾁﾛｼﾝ代謝異常(以下、再掲)290.4

ｱﾙｶﾌﾟﾄﾝ尿症E70.2A50.l

高ﾁﾛｼﾞﾝ血症E70.2B240.3

（ﾏｽｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見：4人、不明:20人）

白皮症E70.3B(E70.3の1名含）
320．4

ｷｻﾝﾂﾚﾝ酸尿症E70.8ClO.0

ﾋﾄﾞﾛｷｼｷﾇﾚｰﾝ尿症E70.8F10.0

楓糖尿症E71.0260．4

（ﾏｽｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見:20人、不明：6人）

側鎖ｱﾐﾉ酸代謝異常(以下、再掲)991.4

イソ吉草酸血症E71.lA60.l

フ・ロピオン酸血症E71.lF270.4

（ﾏｽｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見：4人、不明:23人）

ﾒﾁﾉﾚﾏﾛﾝ酸血症E71.1H660.9

（ﾏｽｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見：2人、不明:64人）

副腎白質ｼﾞｽﾄﾛﾌｲｰE71.3A460.6

先天性ﾘﾊﾟｰｾﾞ欠損症E71.3810.0

ｶﾙﾆﾁﾝﾊ゚ ﾙﾐﾁﾙﾄﾗﾝｽﾌｪﾗー ｾ゙ 欠損症

－23－



糖原病Ⅷ、X型E74.OI310.4

肝型糖原病E74.0J40．1

筋糖原病E74.0K30.0

果糖不耐症E74.IBlO.0

ﾌﾙｸﾄー ｽー1,6-ｼ゙ﾎｽﾌｧﾀー ｾ゙欠損症

E74．lD90.1

ｶﾞﾗｸﾄｰｽ代謝異常E74.2等1872.6

（以下、再掲）

力．ﾗｸﾄｰｽ血症E74.2A1702.3

（ﾏｽｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見:145人、不明:25人）

力綴ﾗｸﾄｷﾅｰｾﾞ欠損症E74.2B40.1

（ﾏｽｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見：4人、不明：0人）

uridinediphosphategalactose-4-

epimerase欠損症E74.2C20.0

ｸ゙ ﾙｺー ｽ･ｶ゙ ﾗｸﾄー ｽ吸収不全症

E74.3150.2

（ﾏｽｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見：8人、不明：7人）

ﾋﾟﾙﾋﾞﾝ酸代謝異常(以下、再掲）220．3

上°ﾙﾋ゙ ﾝ酸力ﾙﾎ゙ ｷｼﾗー ｾ゙ 欠損症

E74.4A190.3

上°ﾙﾋ゙ ﾝ酸ｷﾅー ｾ゙ 欠損症E74.4B30．0

ｱﾐﾗｰｾﾞ欠損症E74.8A50.1

腎性糖尿E74.8B130．2

シユウ酸尿症E74.8C20.0

ｸ゙ ﾘｾﾙｱﾙﾃ゙ ﾋﾄ゙ -3-ﾘﾝ酸脱水素酵素欠乏症

E71.3C140．2

アミノ酸転送異常E72.0等1482.0

（以下、再掲）

シスチン症E72.0C40．1

眼脳腎症候群E72.00410.6

シスチン尿症E72.0E731.0

ﾌｱﾝｺﾆ症候群E72.0F240.3

ﾊﾙﾄﾅﾂﾌﾟ病E72.0G40.l

ﾘﾆﾔﾂｸ症候群E72.0J10.0

ﾎﾓｼｽﾁﾝ尿症E72.1C290.4

（ﾏｽｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見:23人、不明：6人）

ﾒﾁｵﾆﾝｱﾃ゙ﾉｼﾙﾄﾗﾝｽﾌｪﾗー ｾ゙欠損症

E72．ID120.2

（ﾏｽｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見:10人、不明：2人）

尿素ｻｲｸﾙ代謝異常E72.2等1662．3

（以下、再掲）

高ｱﾙｷﾞﾆﾝ血症E72.2A20.0

ｱﾉﾚｷﾞﾆﾉｺﾊｸ酸尿症E72.2B90．1

（ﾏｽｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見：2人、不明：7人）

高ｱﾝﾓﾆｱ血症E72.2C520．7

ｼﾄﾙﾘﾝ血症E72.2D400.5

（ﾏｽｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見：7人、不明:33人）

ｵﾙﾆﾁﾝﾄﾗﾝｽｶﾙﾊ゙ﾐﾗー ｾ゙欠損症

E72．2E550.8

ｶﾙﾊ゙ ﾐﾙﾘﾝ酸合成酵素欠損症

E72.2H70．1

ｸﾞﾙﾀﾙ酸血症E72.3A190.3

（ﾏｽｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見:1人、不明:18人）

高ﾘｼﾞﾝ血症E72.3B10．0

3－ﾒﾁﾙｸﾞﾉﾚﾀｺﾝ酸尿症E72.3C40．1

先天性ﾘｼﾞﾝ尿症E72.3E30.0

高ｵﾙﾆﾁﾝ血症E72.4110．2

高ｸﾞﾘｼﾝ血症E72.5A110.2

5－ｵｷｿﾌﾟﾛﾘﾝ血症E72.8A10.0

腎性ｱﾐﾉ酸尿症E72.980.1

乳糖分解酵素欠損症E73.0320．4

乳糖不耐症E73.9711.0

糖原病(以下、再掲)E74.0L等2573.6

糖原病I型E74.0A390.5

糖原病Ⅱ型E74.OB150.2
〃

糖原病Ⅲ型E74.0C190.3

糖原病Ⅳ型E74.OD40.l

糖原病V型E74.0E20.0

糖原病Ⅵ型E74.0F40.1

糖原病Ⅶ型E74.0G10.0

糖原病Ⅸ型E74.0H30.0

E74.8D3

本態性果糖尿症E74.8Dl

ｶﾞﾝｸﾞﾘｵｼﾄﾞｰｼｽE75.1C等22

（以下、再掲）

Tay-Sachs病E75.0B13

GM2－ｶ゙ ﾝｸ゙ ﾘｵｼﾄ゙ ｼーｽE75.0Cl

GMl－ｶ゙ ﾝｸ゙ ﾘｵｼﾄ゙ ｼーｽE75.1A7

ｽﾌｲﾝｺ゙ ﾘﾋ゚ ﾄ・-ｼスE75.2等102

（以下、再掲）

Alexander病E75.2A4

Gaucher病E75.2D33

Fabry病E75.2Ell

異染性ﾛｲｺｼ゙ ｽﾄﾛﾌｨー E75.2F14

Krabbe病E75.2G3

Farber病E75,2H2

多種ｽﾉﾚﾌｱﾀー ｾ゙ 欠損症E75.215

Niemann-Pick病E75.2J5

Pelizaeus-Merzbacher病

E75.2K21

ﾛｲｺｼﾞｽﾄﾛﾌｨｰE75.2L3

neuronalceroidlipofuscinosis
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E75．470．l

他のﾘﾌﾄ．蓄積症E75.5等50.l

ｺﾚｽﾃﾛー ﾙｴｽﾃﾙ蓄積症E75.5A30.0

シアル酸尿症E75.5ClO．0

ムコ多糖症E76.3A等l351.9

（以下、再掲）

Hurler症候群E76.0Al30.2

Hurler-Scheie症候群E76.OB･20．0

Scheie症候群E76.0C20.0

Hunter症候群E76.lA570．8

ムコ多糖症Ⅲ型E76.2A50.l

ムコ多糖症Ⅳ型E76.2B40.l

ムコ多糖症Ⅷ型E76.2D10．0

β一ｶ゙ﾗｸﾄｼﾀ゙ ｾー゙ ﾉーｲﾗﾐﾀ゙ ｾー゙欠損症

E76．3C40.l

ﾑｺﾘﾋﾟﾄ尋-ｼスE77.9等150.2

（以下、再掲）

ﾑｺﾘﾋﾟﾄ琴-ｼｽⅡ型E77.0A80.l

ﾑｺﾘﾋﾟﾄ繍-ｼｽⅢ型E77.0B60.1

高ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ血症E78.0等4366.0

（ﾏｽｽｸﾘーﾆﾝｸ゙で発見:21人、不明:415人）
（以下、再掲）

家族性高ｺﾚｽﾃﾛー ﾉﾚ血症E78.0A4115.6

高ﾘﾎﾟ蛋白血症Ⅱ型E78.OBl90.3

高ﾘﾎﾟ蛋白血症Ⅳ型E78.1280.4

家族性高ｶｲﾛﾐｸﾛﾝ血症E78.3A30.0

高ﾘﾎﾟ蛋白血症I型E78.3B40.l

高ﾘﾎﾟ蛋白血症V型E78.3ClO.0

先天性高脂質血症E78.5220.3

ｱﾙﾌｱﾘﾎﾟ蛋白欠乏症E78.6A30.0

家族性低β－ﾘﾎ゚ 蛋白血症

E78.6B50.l

家族性ﾘﾎﾟ蛋白欠損症E78.6ClO.0

家族性高ﾘﾎﾟ蛋白血症E78.8320.4

Lesch-Nyhan症候群E79.lBllO.2

他のﾌ゚ ﾘﾝ、上・ﾘﾐｼ゙ ﾝ代謝異常

（以下、再掲)130.2

adeninephosphoribosyltransferase欠損症

E79.8Al20.2

ｵﾛﾂﾄ酸尿症E79.8BlO．0

ﾎﾟﾙﾌｲﾘﾝ症(以下、再掲)170.2

う°ﾛﾄﾎﾟﾙﾌｲﾘﾝ症E80.040．1

遺伝性ｺﾌ゚ ﾛﾎ゚ ﾉﾚﾌｲﾘﾝ症E80.2AlO．0

骨髄性ﾌ゚ ﾛﾄﾎ゚ ﾙﾌｲﾘﾝ症E80.2B90．l

急性間欠性ﾎﾟﾙﾌｲﾘﾝ症E80.2D10.0

先天性ﾎﾟﾙﾌｲﾘﾝ症E80.2F20.0

上、ﾘﾙﾋﾞﾝ代謝異常(以下、再掲）320．4

シ．ﾙﾍﾞｰﾙ症候群E80.490.l

Crigler-Najjar症候群E80.540.1

テﾕﾋ゙ ﾝ･ｼ゙ ｮﾝｿﾝ症候群E80.6A130.2

ﾛｰﾀｰ症候群E80.6B60．1

銅代謝異常E83.0等2803．9
（以下、再掲）

ｳｨﾙｿﾝ病E83.0A2563.5

（ﾏｽｽｸﾘーﾆﾝｸ゙で発見：3人、不明:253人）
kinkyhair病E83.OB180.2

リン代謝異常E83.3等2373.3
（以下、再掲）

家族性低燐酸血症E83.3All21.5

上．ﾀﾐﾝD抵抗性くる病E83.3D1241.7

cysticfibrosis E84､9170．2

先天性高尿酸血症E87.280.l

遺伝性若年性痛風M10.940.1

ql-ﾄﾘﾌ゚ ｼﾝ抑制物質欠損症E88.0A20.0

無ｱﾙﾌﾞﾐﾝ血症E88.0B10.0

無ﾊﾌﾟﾄｸﾞﾛﾋﾞﾝ症E88.0D20.0

アホ蛋白C-Ⅱ欠損症E88.8D20.0

ｴﾝﾃﾛｷﾅｰｾﾞ欠損症E88.8F10.0

ﾄﾚﾊﾗｰｾﾞ欠損症E88.8K10.0

先天性ｱｾﾁﾙｺﾘﾝｴｽﾃﾗー ｾ゙欠損症

E88.8N20.0

20-22desmolase欠損E88.8010.0

複合ｶﾙﾎ゙ ｷｼﾗー ｾ゙ 欠損症E88.8P80.1

分類不明の代謝異常E88.940.l

Leigh脳症G31.8A20.0

腎尿細管性ｱｼﾄﾞｰｼｽN25.8871.2

先天性胆道閉鎖症Q44.2201927.6
総胆管拡張症Q44.484711.6

総胆管嚢腫D13．5260.4

軟骨無形成症Q77.474310.2
（成長ホルモン治療用意見書

初回申請：54人、継続申請：273人）
骨形成不全症Q78.03574.9

大理石病Q78.2120.2
ｴー ﾗー ｽ･ﾀ゙ ﾝﾛｽ症候群Q79.6420.6

色素性乾皮症Q82.1690.9
ｶﾙﾀｹﾞﾈﾙ症候群Q89.350.l

線毛機能不全症候群Q89.8100.1

遺伝性血管神経性浮腫T78.320.0

高ｲﾝｽﾘﾝ血症E16.1

（本来は内分泌疾患に分類）

10.0
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ﾐﾄｺﾝﾄﾞﾘｱ脳筋症G71.3

（本来は神経・筋疾患に分類）

不明(ｺﾝﾋ゚ ｭー ﾀ入力ﾐｽ等）

岐阜市14人、静冊市、浜松市25人、

豊田市24人、堺市87人、姫路市31人、

和歌山市30人、岡山市65人、福山市49人、

高知市32人、長崎市32人、熊本市57人、

大分市36人、宮崎市22人、鹿児島市114人、

いわき市12人、長野市、豊橋市23人、

高松市28人、旭川市16人、横須賀市46人、

松山市64人、奈良市32人、倉敷市38人

計84都道府県市の集計結果

10.0

370．5

9）血友病等血液疾患

平成14年度の「血友病等血液疾患」に関する

集計結果を表9に示す。登録人数は、ll年度の

9,035人、l2年度9,313人、13年度9,148人に比

較してs)、14年度は8,514人であり、血管性紫

斑病の減少傾向に伴い、若干減少傾向がみられ

た。

登録人数が多い順に､血管性紫斑病26.5％、

血友病A14.8%、遺伝性球状赤血球症9.5%、

HistiocytosisX(Letterer-Siwe病等を含む）

5.7％、無頼粒球症4.7％、免疫学的血小板減少

症4.1%、溶血性尿毒症症候群4.0%であった。

疾患名ICD10人数(ノ

AIDSB246

伝染性単核症B27.9242

ﾚｯﾄﾚﾙ･ｼﾞｰﾌﾟ病C96.0156

Kasabach-Merritt症候群

Dl8．0109

真性多血症D455

骨髄増殖性疾患D47.112

IgA単ｸﾛー ﾝ免疫ｸ゙ ﾛﾌ゙ ﾘﾝ血症

D47．2Al

良性単ｸﾛー ﾝ性免疫ｸ゙ ﾛﾌ゙ ﾘﾝ異常症

D47．2Bl

血小板血病D47.320

悪性貧血D51.05

巨赤芽球性貧血D53.118

ｸ゙ ﾙｺー ｽー 6-ﾘﾝ酸脱水素酵素欠乏性貧血

D55．031

ﾎｽﾎﾌﾙｸﾄｷﾅー ｾ゙ 欠乏性貧血

D55.2Cl

ｱﾙﾄ゙ ﾗー ｾ゙ 欠乏性貧血

D55．2Dl

ﾋ゚ ﾙﾋ゙ ﾝ酸ｷﾅー ｾ゙ 欠乏性貧血

D55.2G6

赤血球酵素欠乏性溶血性貧血

D55.91

サラセミアD56.9等37

（以下、再掲）

αサラセミアD56.12

βサラセミアD56.17

遺伝性高ﾍﾓｸ゙ ﾛﾋ゙ ﾝF症D56.41

鎌状赤血球貧血D57.81

遺伝性球状赤血球症D58.0808

遺伝性楕円赤血球症D58.lll

異常ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ症D58.212

遺伝性有口赤血球症D58.8A4

遺伝性非球状性溶血性貧血

人数(人） ％

0.l

2．8

1．8

l.3

0．1

0.l表9､血友病等血液疾患(H14年度症例）

BloodDiseaseslncludingHaemophiliae

（合計8,514人）、（新規診断l,532人、

継続6,545人、転入61人、無記入376人）

（男子5,059人、女子3,381人、無記入74人）

（国の小慢事業8,508人、県単独事業6人）

0.0

０
２
１
２

●
ｅ
●
●

０
０
０
０北海道276人、青森県141人、岩手県lll人、

宮城県94人、秋田県75人、山形県102人、

福島県159人、茨城県91人、栃木県80人、

群馬県79人、埼玉県371人、千葉県233人、

東京都396人、神奈川県81人、新潟県125人、

富山県54人、石川県36人、福井県36人、

山梨県71人、長野県142人、岐阜県65人、

静岡県77人、愛知県273人、三重県120人、

滋賀県173人、京都府48人、大阪府471人、

兵庫県278人、奈良県186人、和歌山県49人、

鳥取県37人、島根県52人、岡山県53人、

広島県195人、山口県96人、徳島県43人、

香川県49人、愛鵬、高知県42人、

福岡県260人、佐賀県ll2人、長崎県64人、

熊本県77人、大分県60人、宮崎県45人、

鹿児島県224人、沖縄県126人、

札幌市159人、拙-台市、千葉市45人、

横浜市290人、川崎市96人、名古屋市146人、

京都市、大阪市155人、神戸市ll3人、

広島市157人、北九州市80人、福岡市227人、

秋田市41人、郡山市23人、宇都宮市16人、

新潟市27人、富山市19人、金沢市15人、

0.4

0.0

0．0

0．1
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１
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１
１
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無頼粒球症 D70A(D70の16名含）０
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48

７
６
■
、

４
０周期性好中球減少症D70B

自己免疫性好中球減少症

D70C

Kostmann病D70D

白血球機能異常症D71

慢性肉芽腫症D71B

白血球の遺伝性異常D72.0

好酸球増加症D72.l

脾機能冗進症D73.1

ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝM症D74.0

骨髄線維症D75.8

ﾋｽﾁｵｻｲﾄｰｼｽXD76.0

先天性無γク・ﾛﾌ゙ ﾘﾝ血症

D80．0

低ｶ゙ ﾝﾏｸ゙ ﾛﾌ゙ ﾘﾝ血症D80.l

IgA(単独)欠損症D80.2

IgG単独欠損症D80.3

IgM欠損症D80.4

免疫ｸ゙ ﾛﾌ゙ ﾘﾝ欠損症D80.8

重症複合免疫不全症D81.9

ｳｲｽｺﾂﾄ･ｱﾙﾄ゙ﾘﾂﾁ症候群D82.0

DiGeorge症候群D82.1

高IgE症候群D82.4

細胞性免疫不全(症)D83.1

分類不能型免疫不全症
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D83.9+D84．9

原発性補体異常症D84.1

原発性免疫不全症D84.8A

続発性免疫不全症D84.8B

高ｸ゙ ﾛｸ゙ ﾘﾝ血症性紫斑病

D89．OA

本態性高ｶ゙ ﾝﾏｸ゙ ﾛﾌ゙ ﾘﾝ血症

D89．OB

ﾍﾓｼﾞﾃゞローシスE83.1

C蛋白欠乏症E88.81

ﾎｽﾎｸ゙ﾘｾﾘﾝ酸ｷﾅー ｾ゙ 欠損症

E88.8Q

ataxiatelangiectasia

Gll.3

遺伝性出血性末梢血管拡張症

I78．0

Banti症候群K76.6

血栓性血小板減少性紫斑病

M31．1
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新生児溶血性貧血

Bloom症候群

胸腺形成不全

豊田市0人、堺市59人、姫路市0人、

和歌山市0人、岡山市6人、福山市40人、

高知市0人、長崎市0人、熊本市2人、

大分市4人、宮崎市0人、鹿児島市6人、

いわき市0人、長野市、豊橋市1人、

高松市4人、旭川市7人、横須賀市2人、

松山市6人、奈良市11人、倉敷市9人

計85都道府県市の集計結果

P55.0

Q82.8

Q89.2A

１
１
１

０
０
０

●
●
●

０
０
０

紫斑病腎炎D69.OB

（本来は慢性腎疾患に分類）

卵巣の良性腫瘍D27.9

（本来は内分泌疾患に分類）

不明(ｺﾝﾋ゚ ｭー ﾀ入力ﾐｽ等）

10.0

10．0

00．0

疾患名ICD10人数(人)%

亜急性硬化性全脳炎A81.1212.0

（特定疾患対象）

ﾚﾂﾄ症候群F84.2101.0

点頭てんかんG40.470367.4

無痛無汗症G60.870.7

先天性筋疾患G71.9等14614.0

（以下、再掲）

筋細管性ﾐｵﾊﾟﾁｰG71.2A50.5

先天性筋線維型不均等症G71.2B40．4

ﾈﾏﾘﾝﾐｵﾊﾟﾁｰG71.2Cl31.2

ｾﾝﾄﾗﾙｺｱ病G71.2E20.2

福山型先天性筋ｼ゙ ｽﾄﾛﾌｨー

G71．2F201．9

先天性遺伝性筋ｼ゙ ｽﾄﾛﾌｨ－

G71.2G918．7

ﾐﾄｺﾝﾄﾞﾘｱ脳筋症G71.3767.3

結節性硬化症Q85.1807.7

不明(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ入力ﾐｽ等）00．0

10)神経・筋疾患

平成14年度の「神経・筋疾患」に関する集計

結果を表10に示す。登録人数は14年度1043人

であり、10年度とll年度の1,062人、l2年度の

1,047人、13年度978人とほぼ同様であった5)。

表10、神経・筋疾患(H14年度症例）

NeuromuscularDiseases

（合計1,043人）、（新規診断319人、

継続691人、転入8人、無記入25人）

（男子594人、女子437人、無記入l2人）

（国の小慢事業872人、県単独事業l71人）

北海道21人、青森県13人、岩手県10人、

宮城県5人、秋田県5人、山形県4人、

福島県4人、茨城県21人、栃木県5人、

群馬県23人、埼玉県43人、千葉県20人、

東京都65人、神奈川県2人、新潟県78人、

富山県5人、石川県8人、福井県2人、

山梨県4人、長野県4人、岐阜県0人、

静岡県5人、愛知県28人、三重県9人、

滋賀県75人、京都府5人、大阪府45人、

兵庫県17人、奈良県ll人、和歌山県0人、

鳥取県4人、島根県2人、岡山県3人、

広島県65人、山口県10人、徳島県8人、

香川県3人、愛媛県、高知県1人、

福岡県7人、佐賀県4人、長崎県5人、

熊本県5人、大分県2人、宮崎県10人、

鹿児島県3人、沖縄県19人、

札幌市19人、借台市、千葉市9人、

横浜市6人、川崎市2人、名古屋市10人、

京都市、大阪市5人、神戸市3人、

広島市72人、北九州市2人、福岡市1人、

秋田市3人、郡山市2人、宇都宮市24人、

新潟市38人、富山市0人、金沢市2人、

岐阜市0人、静岡市0人、浜松市0人、

11）成長ホルモン治療用意見書

平成14年度の「成長ホルモン治療」平成14年度の「成長ホルモン治療」に関する

集計結果を表11－1，表11－2に示す。

成長ホルモン治療用意見書は、他の10疾患群

の意見書とその仕様が異なり、記入項目が多く、

コンピュータ上自動計算する箇所が多い等、複

雑に作成されている。そのためか、電子データ

による報告を「初回」llカ所、「継続」18カ所

の実施主体が提出していなかった。ただし、未

提出の実施主体は、昨年度よりは減少した。

平成l4年1月より成長ホルモン治療が小慢事

業の対象となったPrader-Willi症候群は、初回

申請37例、継続申請35例であった。13年度の各

々2例、4例に比べて著増していた5〕。

表11－1、成長ホルモン治療用意見書

(H14年度初回申請症例）
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（合計2,080人）、

(男子1,207人、女子842人、無記入31人）

北海道44人、青森県17人、岩手県36人、

宮城県44人、秋田県ll人、山形県30人、

福島県25人、茨城県46人、栃未県、

群馬県、埼玉県75人、千葉県71人、

東京都152人、神奈ｿ什県、新潟県38人、

富山県20人、石川県6人、福井県2人、

山梨県23人、長野県24人、岐阜県36人、

静冊県、愛知県91人、三重県72人、

滋賀県2人、京都府7人、大阪府185人、

兵庫県ll5人、奈良県32人、和歌山県18人、

鳥取県15人、島根県0人、岡山県23人、

法島県、山口県62人、徳島県3人、

香川県16人、愛媛県、高知県6人、

福岡県36人、佐賀県14人、長崎県22人、

熊本県23人、大分県14人、宮崎県19人、

鹿児島県12人、沖;亀県、

札幌市45人、仙台市8人、千葉市ll人、

横浜市43人、川崎市18人、名古屋市58人、

宗都市、大阪市49人、神戸市40人、

広島市49人、北九州市16人、福岡市8人、

秋田市9人、郡山市6人、宇都宮市12人、

新潟市6人、富山市8人、金沢市0人、

岐阜市6人、静冊市、浜松市16人、

豊田市1人、堺市12人、姫路市1人、

和歌山市16人、岡-出市、福山市20人、

高知市4人、長崎市ll人、熊本市16人、

大分市9人、宮崎市6人、鹿児島市2人、

いわき市lO人、長野市、豊橋市16人、

高松市9人、旭川市0人、横須賀市8人、

松山市9人、奈良市14人、倉敷市21人

計78都道府県市の集計結果

疾患名ICD10人数(人)%

成長ホルモン分泌不全性低身長症

E23.0E181687．3

ターナー症候群Q961195.7

下垂体機能低下症E23.OA30.l

ﾌﾟﾗﾀﾞｰｳｲﾘ-症候群Q87.1A371.8

軟骨無形成症Q77.4542.6

慢性腎不全N18.9130.6

その他の慢性腎疾患120．6

その他261.3

不明(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ入力ﾐｽ等）00．0

表11－2、成長ホルモン治療用意見書

(H14年度継続申請症例）

（合計7,749人）、

（男子4,811人、女子2,868人、無記入70人）

北海道、青森県105人、岩手県144人、

宮城県182人、秋田県67人、山形県116人、

福島県106人、茨城県217人、栃未県、

群馬県135人、埼玉県316人、千葉県265人、

東京都528人、神奈ﾅH県、新潟県168人、

富山県1人、石川県40人、福井県72人、

出辮、長野県116人、岐阜県184人、

静岡県119人、愛知県、三重県267人、

滋賀県187人、京都府51人、大阪府717人、

兵庫県29人、奈良県132人、和歌山県70人、

鳥取県34人、島根県33人、岡山県112人、

法鵲、山口県240人、徳島県38人、

香川県101人、愛媛県、高知県51人、

福岡県、佐賀県51人、長崎県108人、

熊本県118人、大分県67人、害崎県、

鹿児島県56人、沖緋、

粘幌市、佃-台市、千葉市100人、

横浜市222人、川崎市92人、名吉屋市、

京都市、大阪市239人、神戸市171人、

広島市143人、北九州市78人、福岡市50人、

秋田市47人、郡山市42人、宇都宮市0人、

新潟市30人、富山市69人、金沢市33人、

岐阜市54人、静-冊市、浜松市166人、

豊田市2人、堺市91人、姫路市3人、

和歌山市44人、岡-出帝、福山市131人、

高知市21人、長崎市47人、熊本市70人、

大分市25人、宮崎市47人、鹿児島市41人、

いわき市27人、長里行行、豊橋市80人、

高松市、旭川市20人、横須賀市19人、

松山市54人、奈良市43人、倉敷市105人

計71都道府県市の集計結果

疾患名ICD10人数(人)%

成長ホルモン分泌不全性低身長症

E23.0E675987．2

ターナー症候群Q965497.1

下垂体機能低下症E23.0A430.6

ﾌﾟﾗﾀﾞｰｳｲﾘ-症候群Q87.lA350．5

軟骨無形成症Q77.42733.5

慢性腎不全N18.9180.2
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その他の慢性腎疾患

その他

不明(ｺﾝﾋ゚ ｭー ﾀ入力ﾐｽ等）

４
６
２

１
５
２
７
０

●
●
●

０
０
０
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